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● 退院は主治医の指示に従ってください。退院は、原則として午前中にお願いしております。
● 主治医や看護師から退院時の説明があります。次回の外来受診日や退院後の生活の

注意事項などをご説明します。

● 退院時処方がある場合は、薬剤師がお薬の説明を行います。

● テレビカードの精算は、1階6番自動精算機横のテレビカード精算機をご利用ください。

15｜退院について

● 皆様からのご意見・ご要望をお伺いするために、各病棟と１階ラウンジに「ご意見箱」を

設置しております。頂いた貴重なご意見は今後の病院づくりに役立ててまいります。

14｜ご意見・ご要望

お 願 い
○ 病室では、他の患者さんのご迷惑となるような行為はお控えください。

○ 入院中は療養に専念し、主治医や看護師の指示をお守りください。

○ 病気のことや検査・治療については、主治医から説明いたします。

○ 当院職員へのお心遣いは固くお断りいたしております。

○ 無断外出・無断外泊は禁止です。

○ 病衣のまま病院の敷地外に出ないでください。

○ 飲酒・セクシャルハラスメント等の迷惑行為があった場合は、退院または転院し

ていただきます。

○ 当院は、疾病予防および健康管理の観点から敷地内は全面禁煙です。治療に適

した環境造りのため敷地内での喫煙はできません。病室等での喫煙行為があっ

た場合は強制退院等、厳正に対処します。

○ 故意による院内設備等の器物破損については、警察へ通報するなど厳正に対処

し、実費弁償していただきます。

○ 窃盗・脅迫・強要・暴力行為（暴言を含む）は犯罪です。警

察へ通報するなど厳正に対処し、強制退院していただき

ます。

○ 当院では、患者さん、利用者の方、職員の個人情報やプライ

バシーを保護する目的で、許可なく施設および敷地内で

の写真や動画撮影、録音することを原則禁止しています。 病院内撮影禁止
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離床センサーの例

1｜転倒・転落の予防
● 入院されますと、生活環境が大きく変わります。病気やけがにより体力の低下や筋力

の低下から予想以上に転びやすい状況になります。転倒・転落予防に細心の注意を

払っていますが、それでも完全に防止できず状況によっては骨折や命に関わることも

あります。患者さんはもとよりご家族も含めて、転倒・転落の予防についてご協力をお

願いします。

＊転倒・転落の予防策
● 入院中のベッド周囲の荷物は最小限にし、収納棚などに収まるように収納しましょう。

● 床頭台やオーバーテーブルはストッパーをかけましょう。

● 一人で歩くのが不安なとき（点滴や管が挿入されているときなど）はナースコールで遠慮

なくお知らせください。
● 杖は使い慣れたものをお使いください。

● 安全のため、履き物は普段から使い慣れたゴム底の靴タ

イプのものをお履きください（P.6)。
● 転倒・転落の予防策のひとつとして、患者さんの状況に

より離床センサーなどの機器類を使用させていただく

ことがあります。

　○ 寝起きまもなく、ぼんやりしている
　○ 眠り薬を飲んだ

　○ リハビリが進み、歩き始めたとき

　○ 環境が変わって3日間くらい

こんな時は要注意!!

M E M O
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3｜リストバンドの装着
● 当院では患者さんの間違いを防止するため、入院中は、

患者さんの氏名や診察券番号などを表示した「リストバ

ンド」の装着をお願いしています。
● 注射や採血、検査、手術などあらゆる場面で「リストバン

ド」による確認と、患者さんにフルネームでお名前を名

乗っていただく確認をしております。ご協力をお願いし

ます。

● 患者さんがおやすみになられている夜間にも使用させ

ていただきます。目を覚まさせてしまう事もあるかと思

いますが、安全確認のためですので、ご理解とご協力を

よろしくお願い申し上げます。

リストバンド

　○ 時間や場所の感覚が鈍くなる

　○ 幻覚が見える（天井がゆがんで見えるなど） 

　○ 睡眠のリズムが崩れる（昼と夜が逆転するなど） 

　○ 落ちつきがなくなる

　○ 話していることのつじつまが合わない

　○ 荒っぽくなったり、怒りっぽくなる

　○ 治療のための管を抜いてしまう など

　○ 体調が悪い

　○ 手術の後

　○ 新しい薬が身体に合わない など

2｜せん妄について
● 「せん妄」とは、手術後などの体調の変化により起こる強い寝ぼけのような意識が混乱

する症状で、一部の患者さんに見られます。多くの方は、治療により回復します。

● 「せん妄になりやすい人」は、高齢の方や物忘れが目立ってきた方、脳梗塞などの病歴

がある方、アルコールをたくさん飲む習慣がある方などです。

＊せん妄の予防や評価のために医療者は以下のようなことを確認します。

夜眠れて
いるか

幻覚が
ないか

話のつじつまが
合っているか

日付や
場所の確認、
簡単な
計算など

せん妄の原因

せん妄のときの症状　

記憶力や判断力、集中
力が低下することがあ
ります。

意識が混乱しておか
しな言動をとることが
あります。

普段見えないものが
見えたりすることがあ
ります。

寝る時間が不規則に
なり、夜に眠れないな
ど。

強い寝ぼけのような
症状があります。
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リストバンドの装着
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4｜感染予防について
● 当院では院内感染を防止し、安全かつ適切な医療を提供するため、感染予防の徹底に

努めています。患者さんも感染症をうつさない、うつらないための感染予防にご協力

ください。

○ベッド周囲の環境
清潔な環境が維持できるように床や窓際のスペースに

荷物を置かないようにしましょう。荷物はロッカーに収

納しましょう。

○咳エチケット
咳症状のある方は、マスクの着用をお願いいたします。

○手指消毒
病室に入る前および病室を出た後は、病室入口に設置し

てある消毒剤で手指消毒を行ってください。

職員の手指衛生について

私たちは患者さんと接する前後に、手指の消毒を行っています。

❶ 患者さんに触れる前 ❷ 注射などの清潔/無菌操作の前

❸ 患者さんの周辺の物品に触れた後 ❹ 体液に触れた可能性がある時

❺ 患者さんに触れた後

M E M O

ポンプを下まで押し切
り、消毒液の泡を手に
取ります。

両手の裏表にムラなく、
しっかりと泡をすりこみ
ます。

泡が消え、手が乾くまで
揉みこみます（消毒後
手を洗う必要はありま
せん）。

正しい手指消毒の手順

1 2 3

各病室に入退室される際に必ず手指の消毒を行ってください。
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